
医療機器の流通改善に関する懇談会（第3回）  
壬≒畠   
戸枝  事   次  

平成21年3月30日（月）10時00分～  

グランドアーク半蔵門「富士西の間」  

議 題：  

医療機器の流通改善について  

（1）平成21年度において検討すべき課題について  

（2）課題検討のために必要な調査等について  

資 料：  

資料1平成21年度に検討すべき課題及び関連調査についての意見  

資料2  平成21年度に検討すべき課題についての意見の整理   
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平成21年度に検討すべき課題及び関連調査についての意見  

医療機器の流通改善に関する懇談会   



医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

団体役職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等  

医療機器業公正競争規約及び運用基準に関しては、第2  

回懇談会におきましても、副座長の三村先生からご指摘が  

．ありましたように、、特に検討すべき事項はありません。  iji－iノ＼F；」ノ  

医療機器業公正取  
しかしながら、預託に関しては次のような問題点もあります。  
医療機関が納入業者の決定に際して、医療機器（針、シリ  

引協議会常任運営 委員会副委員長  青柳寛一     ンジ、輸液セット他）を開梱し、数本に分けてラベルを貼付  
して医療現場へ納品させるまでの作業を条件とするようなニ  
とです。  

ニのようなことは、兵事法や医療機器業公正競争規約（無  

償の労務提供等）に関連する問題があると考えております。  

①「立会い基準」の施行に伴い「医療の質」に影響が出て  
いるかどうかの把握  
②JANコードを標準コードとして普及・徹底させると共に、  

①医療機関に左記①、②、③、④、⑤、⑥（病院群に  
医療機関内で使用されているコードの把握  

日本医療機器販売   ③医療機関における返品及び仕損品の実態把握  
属する医療機関に限る）、⑦についての調査  
②製造販売業者及び販売業者に左記③（返品に限  

浅若博敬  

理事  
る）、⑤、⑦についての調査   

⑤「預託」の実態把握  

⑥病院群を束ねた共同購入の実態把握  

⑦医療機器安全管理責任者の配置が義務化されたこと  

で、医療機器の保守点検及び修理の実施状況がどうなっ  

ているかの実態把握  



医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

団体役職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等   

①「装置」や「材料」、「単純な消耗品」等におい  
医療機器の分類等の違い、主に画像診断システムや医   て、医療機関に届くまで（使用するまで）のコスト  

（社）日本医師会   用検体検査装置等の「装置」と特定保険医療材料等の  構造とその後のコスト構造の違いの把握と整理。   
常任理事  飯沼雅朗                「材料」における流通にかかるコスト構造の違いの整  ②「装置」や「材料」における、「国内生産／国内  

理とこれらの違いに対応した改善すべき点の集約。   出荷」と「輸入／国内出荷」の国内流通のコスト構  

造の違いの有無を把握するための調査。   

（社）日本歯科医師   稲垣明弘  特段ありません。   
会常務理事  

特段ありません。   

1．なぜ直取引ができないのか。  

東京女子医大病院では、大手医療材料メーカー数社に卸  
を介さないで、直接に販売してもらうように交渉したが、ほと  

んどは無理との回答であったが、なぜ直取引ができないの  

かの要因についての検討をしたい。   ・課題1を検討するに当たって考えられる調査  

ペースメーカーなどの預託品に関しても、メーカーは直接  製造メーカーに対して、なぜ医療機関に直接取引をしな  
買い取りには難色を示した。ACCJやHIMAは、日本は流通  いかについて匿名のアンケートを行う。  

東京女子医科大学   上塚芳郎                        機構が複雑なので、コストがかかると言っていながら、一方  ・課題2を検討するに当たって考えられる調査  
教授  

で代理店（卸）を使うことによって価格コントロールを行って  米国のGPOの代表を呼んで、意見を参考にする。例え  
いるのではないか。   ゴ、Premierの代表などを呼ぶとよい。彼らはAdvaMedな  

2．購買エージェントを用いる手法を考える。  どとは対等の立場にある。   

病院が個別に交渉しても、なかなか良い値段で買えない現  
実がある以上、共同購入が思い浮かぶが、病院団体が片  

手間にやるなどの体制では土台無理である。日本にもGPO  
が出てきてもよい。  
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医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

団体役職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等   

日本医療機器販売  
業協会（医器販協）  医器販協：浅若委員に同じ   

理事   
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医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

団体役職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等   

1）SPDのデメリット（運用経験に基づく）について  
①spDの運用（医療材料管理のアウトソーシング化）は、施設  
内での医療材料管理意識の低下を招いている。 ②SPD業社の  
医療材料の供給、在庫管理、コスト管理に関しての精度が低い  
為、実際の運用面で支障をきたす状況がある。（例）使用数量と  
請求数量の誤謬（支払いに関しての過剰請求）③結果的にコス  
ト削減は期待できない。理由：手術材料等の高額材料で至急調達  
の頻度が高い材料に関しては、直接SPD業社が管理していない  
場合があり、この状況では購入価格削減が期待できない。④現  1）spD関連について  
在のSPD業社は、大規模施設の運営を基本としている様で、施  ①spD業社に対して、契約内容の調査 ②spD業社  
設の納入金額もその使用量が多いほど低価格で取引されている実  に対して、利用者（施設）からの苦情及び要望に関しての  
態があり、使用量の少ない小規模簿施設での運用のコスト管理で  認識度調査 ③spD利用施設の実態調査（施設の規模  

のメリットはないと思われる。 ⑤医療材料は償還医療材料と一  別利用状況）（彰SPD利用施設に対しての契約内容調  
般材料に分かれているが利便性を根拠に一般材料が増えて無駄が  査⑤spD利用施設に対しての満足度調査（運用継続施  
発生している。数次に亘る診療報酬の引き下げで病院の経営は著  
しく悪化し、一般材料を償還材料へ変更の必要があると思われ  

（社）日本医療法人  大塚 量                                                   る。（別紙資料参照）  施設に関してもその理由）   

協会 副会長  2）医療機器の購入価格及び保守契約費用について  
2）医療機器の購入価格及び保守契約費用について  

①特に大型装置の購入において、メーカーが提示する定価と、実  ①メーカーに対して、定価設定の経緯（根拠）と実勢価  
際の見積額（入札金額を含む）に、一般常識では考えられない額  格の調査②メーカーに対して、保守契約の種類と、契  

が提示され、価格設定の根拠及び信頼性に疑問を感じる。（例）   

A社 マルチスライスCT （定価 約10億）→（見積額 約1億）  ③使用施設に対して、医療機器のメーカーとの保守契約  
②医療機老引こおいては、医療法の新たな規制項目として、医療機  に関しての条件及び契約料の調査（使用施設の契約料に  
器の安全な運用管理を目的として、医療機暴の安全管理責任者を  関しての意見聴取） ④諸外国における医療機器に関し  
各施設に配置させているが、近年の医療機器は、様々な電子制御  
システムを用いており、現場のスタッフの自主点検では、充分な  
管理が出来ない状況となっている。メーカーとしては、技術的に  
企業秘軌こあたる部分があることで、メーカーの独断で契約価格  

設定を行っている状況。保守契約の価格の根拠性を明確にする必  
要があると思われる。（機種：RIガンマカメラ装置・MRI装  
置・MS－CT装置・結石破砕装置・PET－CT装置・ガンマ  

ナイフ放射線照射装置等）   
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医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

団体役職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等   

状況認識 課題1．本懇談会は帥1の会合を経ての技有化が  
行われましたが、本懇談会が何を目指そうとしているのか、  
それを明確にすることが課題と考えます。   

従いまして、下記の4つの調査が必要ではないかと考え    課題2．本懇談会で第一回目に報告された「流通実態に関  ます。（順不同）   

l  tそれを明確にすることが課題と考えます 
。   

l従いまして、下記の4つの調査が必要ではないかと考え l  

課題2．本懇談会で第一回目に報告された「流通実態に関  ます。（順不同）  

する調査報告書」及び「附帯的サービスの実態調査」はそ  調査1．今日現在における附帯的サービスの実態の調  
れぞれ調査時期が平成17年と平成16年であり、その後の2  査。  

在日米国商工会議   剛こわたる償還価の見直し、立会いに関する基準の実施、  調査2．病院や医師・医療スタッフから見たコード化や立   

所（ACCJ）医療機  加藤幸輔  コード付与の推進による影響が軌、時点での実態です。流 ヽナ「十◆」一、  会い基準実施の影響の調査。治療に必要な情報提供が  器・lVD小委員会  
がなされておらず、現時点で課題の優先順位をつけ難いと  調査3．預託在庫の仕組みがあることによる病院へのコ  

委員  思います。   ストベネフィットの調査〔  

課題3．第二l可Hに報告された預託在庫につきまして、議  調査4．上記課題とは直接リンクしておりませんが、2次  
論でも触れられたと思いますがこれは本当にコストアップ要  
因なのか、それとも預託在庫という仕組みがあることにより  

無い場合に比べて医療システム全体のコストは低くおさえ  

られているのか等について、安全性の担保や病院側の視  

点もふくめた全体像がまだ見えていないと思います」。   

①全国の医療に係るSPl〕業者の実態  
②医療機器・材料購入価格の消費税（病院損税）  主管理型or管理代行型）そして在庫処理事務の病院と  

（社）日本病院会   
の契約状況等  

理事  崎原 宏    ③「立会い」、「貸出し」について病院と業界との小委員会   ②医療機器・材料購入に際して病院損税の実態調査  

④高額医療機器のメインテナンス価格の適正化  
④医療機器のメインテナンス価格調査（病院）  

⑤医療機器の流通過程の適正化   ⑤流通過程の具体的な価格調査（メーカー、一次卸、二  

次卸、専門販売業者、輸入業者）  ①spD業者数（院内型or院外型、購入型or預託型、自  
5   



医療機器の流通改善に関する懇談会‥平成21年度検討課題等  

団体肌職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等   

前回出席できませんでしたが、会議録は拝見いたしまし  

た。まだ、「医療機器の流通改善」に資するまでには至って  

おらず、何か業者側の説明会になっている印象を持ちまし  

た。  

①第1回懇談会の前に出された資料「新医療機器・医療産  

業ビジョン」P13の「内外価格差の現状」で、日本と諸外国  
の比較が出ている。アメリカ以外でも、ドイツ、フランスは目  

本よりかなり価格が低い。日本では卸をはじめとした特殊な  
流通機構があるとしても、この価格差はユーザーである病  

（社）全国自治体病   院としては許容しがたい。これに関して会員病院に対して   

末永裕之  
出され、H20年度から当院では基準を越える「立会い」には  
契約の上料金を支払っている。サービス業務としての「立会  
い」であったと理解していたが、「立会い料金」分は病院の  

持ち出しになっており、この分は診療材料費を下げても良  
いのではないか。現状を知りたい。③高額医療機器の保  
守管理費用の実態。メーカーの言い値となっている保守管  

理費用、保守管理回数の妥当性、値段の不透明性、ユー  
ザー側である病院のできる対応について議論の対象にして  

いただきたい。   

欧州ビジネス協会   平成21年度に検討すべき追加課題はないが、現在検討さ  
（EBC）医療機器委  れている課題への対応・合意形成が先決であると考える。こ   

員会診療報酬小委  杉山純男              れらが終了した後、「医療機器のインターネット販売」がひと   
員会 委員長  つの課題となるかもしれない。   

日本医療機器販売  

業協会（医器販協）  医器販協：浅若委員に同じ   

副会長   
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医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

団体役職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等   

（社）全日本病院協  中村康彦  Sr）Dとバーコード付与の2つの問題は、SPDを導入し、診 栃村料の使用データをバーコードで管理、電算レセプトに  
会 常任理事  病院側にわかる様なシステムが欲しい。   

て請求できるような、一元化した話し合いを持ちたい。   

（1）厚生労働省標準レセ電算コードと標準コードの対応  
（新規収搬、廃止に関するマスタ管理も含めて）に関する  

産業医科大学医学   （新規収載、廃止に関するマスタ管理も含めて）  （1）厚f仁方働省標準レセ‘．電算コードと標準コードの対応   
松田晋哉    （2）医療機器のロジスティックコストの把握（流通形態別）  

（2）医療機器のロジスティックコストの把握（流通形態別）   

教授  
に関する実態調査（A［うC）→中小企業けマニュアルの応  

（3）プラットフォーム定業としての卸業のあり方  
用  
（3）他領域における卸業との比較研究   

医療機器の流通に関する改善点が明らかになり、これを進  

日本画像医療システ   
めるには、同時に医療現場における「安全性」の確保をど  

とその技術的質的レベル   
のように担保するかが検討される必要があります。  

南三紀夫     医療関係の有資格者（医師・看護師・技士）向けの機器卜  
・欧米の医師等向けの機器トレーニングセンターの設置   

通近代化委員会  の有無・運用実態   

副委員長  グセンターに質の基準を設けるべきか等が課題として考え  レーニングセンターの設置と活用について、またトレーニン   ・医療有資格者の医療技術程度の実態  
るべきと存じます。   



医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

団体役職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等   

来年度の検討事項ですが、検討項目の次元が多岐にわた  
り、かつ具体的に検討していくには情報やデータが不足し  
ているようです。少し検討項目を絞り、実態調査や分析  

データなどを参考にして検討していくのがよいと思います。  
医療機器に固有の販売形態（預託）については、実態を踏  
まえて、メーカー、卸、病院間で問題となっているのは何  

青山学院大学経営   か、ルール化と標準契約締結などの可能性はあるのか（長  

学部教授  三村優美子               期預け置き、廃棄、回収、補充等で）、また病院での管理体  
制の実態と問題点について検討する必要があると思いま  

す。  
標準コード化については、海外の先進事例、日本における  
先駆的取り組みなどを参考にしながら、コード化を進めるに  
際しての課題や問題点について、専門的に検討し、全体  
会議にかけるといった体制が必要と考えます。   

日本歯科用品商協   現状、歯科業界においては、緊急課題はないと思われま  

宮内啓友      同組合連合会専務   す。夏過ぎ頃に課題をまとめて、議題とするか否か由口委   

理事  員とも相談の上で報告したいと考えています。  

∴．   



医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

団体役職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等   

1，医瞭機関の中に、医薬品同様に医療機器にかかわる部  1．医療機関側での、医療機器物流の問題点の抽出  

署を明確にし  そもそも、医療機器（材料）の物流に関して問題意識が  

あるのか、あるいは委託にしておけばよいので特に現状  
2．医療機器の物流で、立会いを含む方法について、現状 いの1ついだたい 
で問題がなか検討課題としてたき。  

国立国際医療セン   医療機関には、医薬品は薬剤部門がありますが、医療機器  
2．その問題点は何なのか  

目黒 勉  確にして、医療材料を含む医療機器の物流については、   
医療機関に望む課題もあることから、認識に相違がある  

技士）  
医療機器についての知識がある程度あり、その医療機関に  

おいて安全性や経済件を含めた検討を行う組織が必要と  
のかを調査することも必要と考えま「ナ‾し）  

3．改善策と意見を示してもらう  
具体的な方法や意見があれば、ニれらを述べてもらい参  
考とナる＝   

いと思い圭す。   

l  t  でも問題意識がないのか 
。医療施設の 

で問題がないか検討課題の1つとしていただきたい。  
国立国際医療セン  で、ある程度規模の分類等をして調査 

2．その問題点は何なのか  

SPD研究会等では、いくつかの課題が 確にして、医療材料を含む医療機器の物流については、   

技士）  
医療機器についての知識がある程度あり、その医療機関に  

医療機関に望む課題もあることから、  

のかを調査することも必要と考えま「ナ‾  
おいて安全性や経済件を含めた検討を行う組織が必要と  

3．改善策と意見を示してもらう  
思われます。現状では、それらが機能している施設と、不十 の 
分な施設があると思うで、ある程度方法を提示できればよ  
いと思い圭す。   

日本医療機器販売  
業協会（医器販協）  医器販協：浅若委員に同じ   

会長   

（社）日本歯科商エ   現状、歯科業界においては、緊急課題はないと思われま  

由田文作      協会医機連関連小   す。夏過ぎ頃に課題をまとめて、議題とするか否か宮内委   

委員会 委員  員とも相談の上で報告したいと考えています。   

9   



医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

団体役職等   氏名   平成21年度に検討すべき課題   左記課題を検討するため必要な調査等   

第1回及び第2回懇談会にて取り上げられた医療機器流通に関  

わる「個々の事象」（貸出し・立会い・預託等、医療機器流通に固  

有の販売形態）については、製販業・販売業・医療機関各々の見  
解や利害関係の相違が見受けられ、個別問題に焦点を当てた解  
決アプローチでは、本質的な流通改善策を導き出すことは困難  
と思われます。  
本懇談会で検討すべきは、あくまで国民目線（患者或いは医療  
経済性の観点）に立ち、「安全使用」「適正使用」の確保と同時  
に、医療機器流通における一貫総コストの最適化を実現するサ  

プライチェーンの在り方であり、そのコスト負担を誰が受けるか等  
というような目先のコスト付け替え的な議論ではないはずです。  

借越ながら第1回及び第2回懇談会では、未だ検討すべ  

当工業会といたしましては、医療機器の特性を考慮した上で、  
「安全使用」「適正使用」及び「公正な競争」を充分担保した形で  

の流通改善を目指すべきと考えていますが、産業ビジョンにも取  られた後に「調査」内容について検討していただくようお  
日本医療器材工業   り上げられました通り、医療機器流通の効率化及び高度化・ト  願いします。但し、仮に上記課題が共有化された前提で   

吉田安幸  

長  化等の観点から、コードの標準化と製版業・販売業・医療機関  取引の実施状況及び経済効果 ②コード標準化の結果  
各々での利活用の促進加速によるIT化こそが、医療機器流通  として、EDI取引を導入した場合の製販業・販売業・医療  
（物流・商流・情報流）における根本的問題の解決に有効且つ不  機関各々での経済効果、トレーサビリティ確保及び医療  
可欠な課題と認識しております。  安全に係る定量・定性効果想定等の調査が必要と考え  
本課題に関する現状の問題点として、製版業側にてコードの取  
得及び貼付は確実に進みつつあるものの、未だデータベースへ  

ます。   

の登録が遅れていることも一因として、販売業及び医療機関での  
活用度が低いことが挙げられ、当工業会といたしましては、今後  
一層、会員企業に対する啓蒙活動を行っていく方針です。  
同、製販業・販売業・医療機関を繋いだサプライチェーン全体で  

の利活用の促進が図られるためには、コード標準化の推進に係  
る製販業・販売業・医療機関各々の相互理解と協力関係の構築  

に加え、行政の指導力強化及び環境整備や支援策等も必要と  
考えますので、こうした点につき、今後、本懇談会で検討いただ  

ければ幸いです。  
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資  料2  

整理  平成21年度に検討すべき課題についての意見の  

医療機器の流通改善に関する懇談会   



医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

提案委員の意見（概要）  検討課題及び提案者種別   

【医器販協委員】医療機関内で使用されているコードの把握及こりANコードを標準コードとして普及させる方策につ  
いて  医療機器のコード化について  

製・剋・厘】豊・公  【中村委員】spDの導入と医療材料の使用データのバーコード管理から電算レセプト請求までの一元化した管軌こ  
ついて  

【松［［倭員】厚生労働省標準レセ電算コードと標準コードの対応（新規収載、廃止に関するマスタ管理も含めて）につ  
8人  

いて  

【三村委員】標準コード化に係る海外の先進事例や日本の先駆的取組み等を参考にしながら、コード化推進の課題  
や問題ノ「忘の専門的な検討について  

【古口委員】コードの標準化と製販業・販売業・医療機関各々での利活用の促進加速によるl√r化こそが、医療機器流  
通（物流・商流・情報流）における恨木的問題の解決に有効且つ不可欠な課題と認識し、製販業・販売業・医療機関  

を繋いだサプライチェーン全体での利活用の促進のため、製販業・販売業・医療機関各々の相互理解と協力関係の  
構築並びに行政の指導力強化、環境整備及び支援策等について   

「立会い基準」、「貸出基準」、  【青柳委員】預託に係る薬事法及び医療機器業公正競争規約（無償の労務提供等）に関連する問題について  

「公正取引規約」について  

製・迦∴医・豊・公  【医器販協委員】「立会い基準」の施行による「医療の質」への影響について  

8人  【崎原委員】「立会い」、「貸出し」に関し、病院と業界の小委員会設置によるルール作りについて  

【末永委員】「立会い料金」と医療材料費の引き下げについて  

【目黒委員】医療機器の物流に関し、立会いを含む方法について現状で問題がないか否かに1）いて   

「預託」について  【青柳委員】預託に係る薬事法及び医療機器業公正競争規約（無償の労務提供等）に関連する問題について  

製・剋・医・豊・公  【医器販協委員】「預託」の実態について  



医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

検討課題及び提案者種別   提案委員の意見（概要）   

7人   【加藤委員】預託在庫の全体像について（コストアップ要因か否か、安全性の担保や病院側の視点も含めて）  

【三村委員】「預託」の実態を踏まえ、メーカー、卸、病院間での問題点、ルール化と標準契約締結などの可能性（長  

期預け置き、廃棄、剛又、補充等で）、病院での管理体制の実態との関係における問題点にらいて   

SPDについて  【大塚委員】SPDのデメリットについて  

製・卸・塵■学・公  【崎原委員】全国の医療に係るSPD業者の実態について  

3人  
【中村委員】spDの導入と医療材料の使用データのバーコード管理から電算レセプト請求までの一元化した管理に  

ついて   

医療機器の内外価格差につ  
いて  【末永委員】日本の特殊な流通機構を勘案しても許容しがたい医療機器の内外価格差について   

製滝口・．医・学・公 1人  

医療機器流通のコスト構造及  
び価格設定、更には直販及び  

卸の在り方等流通全般につい  

て  

製・卸・塵・豊・公  【上塚委員】ペースメーカー等の預託品を含め、医療材料メーカーが直接取引に難色を示す要因について  

5人   【大塚委員】医療機器（特に大型医療機器）の価格設定の根拠及び信頼性について  

【崎原委員】医療機器の流通過程の適正化について  

【松口委員】医療機器のロジスティックコストの把握（流通形態別）とプラットフォーム産業としての卸のあり方について   

2  

豪   



医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

検討課題及び提案者種別   提案委員の意見（概要）   

共同購入及びGPOについて  

製・剋■医・豊・公  5人   

医療安全について  
／ついて  

【南委員】医療関係有資格者（医師・看護師・技士）向けの機器トレーニンク、センターの設置・活用及びその質の基準等に  

製一卸・医・呈・公  2人        【目黒委員】医療機関における医療機器に関する窓口の明縦化と安全性や経済性を含めた検討を行う組織について   

返品及び仕損品について  
4人   

【㌍器賑協委員】医療機関におけろ返品及び仕損品の実態について   
製・重圧・医一手一公  

MS法人について  
製・剋■医・学・公  4人   

【l宝器販協委員】MS法人の実態について   

医療機器・材料購入価格の消  
費税について  【崎原委員】医療機器・材料購入価格の消費税（病院損税）について   

製・卸・．匡・学■公 1人  

医療機器の保守点検一修理及 メインテンスについ  
びナ費用   

て  

製・崖R・厘・学■公  【大塚委員】医療機器（特に高額医療機器）の保守契約費用について  

7人   【崎原委員】高額医療機器のメインテナンス価格の適正化について   

3   



医療機器の流通改善に関する懇談会：平成21年度検討課題等  

検討課題及び提案者種別   提案委員の意見（概要）  

【末永委員】高額医療機器の保守管理費用の実態について   

医療機器のインターネット販  

売について  【杉山委員】医療機器のインターネット販売について   

製・卸t医・学・公 1人  

4   
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医療材料価格等に係る調査  

（案）  

1 目的   

医療材料については、従来から内外価格差の存在が指摘されているとこ   

ろであり、≡れまで機能区分の見直し、外国価格調整日再算定の導入等に   

より、その是正に取り組んできたところであるが、依然、価格差について   

の指摘がある。そこで、他国の状況を把握し、その上で、内外価格差の是   

正のための根本的な取り組みを行うことが求められている。   

これらを踏まえ、平成18年度においては、アジア地域における医療材  

料価格等に係る調査を行い、アジア各国の医療材料価格や流通システム等  

の調査結果に∋いて、平成20年度の保険医療材料制度改革を議論する際   

の参考とした。   

今回、すでに比較する外国価格の対象としている英、米、独、仏以外の   

先進国における医療材料価格とともに、流通システム、薬事審査体制、附   

帯的サ血ビスの提供状況等について実態を把握することは、我が国におけ   

る内外価格差の是正のための根本的な取組を検討するに当たり有用である   

と考えられることから実地調査を行うものである。  

2 調査対象国  

イタリア、オー℡瑠ストラリア、カナダ、スラ工mデン等  

3 調査時期  

平成20年度  

4 調査内容  

（1）調査項目  

軍 医療材料に係る価格情報等  
ペロスメq力F謝 PTGAカテ血テル、冠動脈ステント等、内外価  

格差が指摘されている医療材料に関する取引価格  

政府が定めている公定価格等   



イ 医療機関における購入形態等  

医療材料の流通形態（流通経路、卸業者の存在の有無等）  

医療材料の取引規模、共同購入   

医療機関の購入決定プロセス（購入銘柄の決定過程、価格交渉の実   

態等）  

付帯的サ出ビスの実態（技術サポート、預託在庫等）  

ウ 医療提供体制、医療保険制度、薬事制度  

医療提供体制の概要（医療機関の集約化の程度、手術の実施状況等）  

政府の医療材料価格への関与、情報提供等  

医療保険制度の概要（医療保険制度の概要、医療材料の償還価格、   
価格決定プロセス、DRGの採用状況等）  

薬事制度の概要（薬事承認体制）  

（2）調査対象機関   

ア 政府機関  

保健省（医療提供体制管轄部局及び医療保険担当部局、薬事制度担  

当部局等）   

イ 医療機関  

国立病院、大学病院、民間病院等   

り 製造販売業者  

（3）調査手法   

インタ開ネットや関係団体などを活用し、国内で収集できる情報を予   

め取りまとめ、その上で、質問票を各国政府及び調査対象機関に事前に   

送付する。実地調査では、調査対象機関を訪問し、事前質問内容に対す   

る回答を得るとともに、ヒアリングを通して問題点を掘り刊ずるととも   

に、関係施設の視察等を行う。   




